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経
済
学
研
究
科

ゼ
ミ
や
研
究
活
動
を
通
じ

て
学
生
の
社
会
人
基
礎
力
が

ど
れ
だ
け
成
長
し
た
か
を
競

う
「
社
会
人
基
礎
力
育
成
グ

ラ
ン
プ
リ
２
０
１
４
全
国
大

会
」
が
３
月
１０
日
、
都
内
の

大
学
で
開
催
さ
れ
た
。
関
東

地
区
、
東
北
地
区
代
表
と
し

て
出
場
し
た
商
学
部
前
川
明

彦
ゼ
ミ
と
石
巻
専
大
経
営
学

部
の
山
崎
泰
央
ゼ
ミ
は
惜
し

く
も
入
賞
を
逃
し
た
。

全
国
６
地
区
を
勝
ち
抜
い

た
７
校
が
出
場
。
社
会
で
仕

事
を
す
る
上
で
必
要
な
「
前

に
踏
み
出
す
力
・
考
え
抜
く

力
・
チ
ー
ム
で
働
く
力
」
が

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
い

か
に
成
長
し
た
の
か
、
３
人

一
組
で
１４
分
間
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

前
川
ゼ
ミ
は
一
番
手
で
登

場
。
中
山
亮
ゼ
ミ
長
、
飯
田

実
幸
さ
ん
、
西
浦
鴻
輝
さ
ん

（
い
ず
れ
も
３
年
次
）が
昨
年

の
「
か
わ
さ
き
ト
レ
ジ
ャ
ー

ｉ
ｎ
た
ま
区
」（
謎
解
き
し
な

が
ら
多
摩
区
内
を
め
ぐ
る
体

験
型
ゲ
ー
ム
）
実
施
ま
で
の

活
動
を
報
告
し
た
。
質
疑
応

答
で
「
多
摩
区
に
ど
ん
な
人

が
住
ん
で
い
る
の
か
、
実
像

に
迫
る
調
査
は
行
っ
た
か
」

と
い
う
質
問
に
や
や
苦
戦
。

中
山
さ
ん
は
「
発
表
に
メ
リ

ハ
リ
が
足
り
な
か
っ
た
。
質

疑
応
答
の
対
応
力
が
課
題
」

と
反
省
点
を
挙
げ
た
。

石
巻
専
大
の
山
崎
ゼ
ミ
は

キ
ャ
ン
パ
ス
に
近
い
仮
設
住

宅
で
の
被
災
者
支
援
活
動
に

つ
い
て
発
表
し
た
。
ゼ
ミ
の

テ
ー
マ
「
企
業
家
活
動
」
を

「
支
援
ニ
ー
ズ
を
発
見
し
対

応
す
る
活
動
」と
置
き
換
え
、

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
支
援

を
展
開
し
て
い
る
。
大
畑
普

子
さ
ん（
３
年
次
）、
２
年
次

生
の
粟
野
洋
輔
さ
ん
と
後
藤

大
輝
さ
ん
が
、
子
ど
も
の
遊

び
場
づ
く
り
や
、
お
茶
会
か

ら
体
操
教
室
へ
拡
大
し
た
取

り
組
み
を
紹
介
し
た
。
大
畑

さ
ん
ら
は
被
災
者
に
寄
り
添

っ
て
問
題
を
解
決
す
る
「
エ

ス
コ
ー
ト
ラ
ン
ナ
ー
ズ
」
と

し
て
今
後
も
活
動
や
交
流
を

広
げ
て
い
く
と
宣
言
。
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
指
導
を

行
い
、
当
日
会
場
に
駆
け
つ

け
た
坂
田
隆
学
長
が
「
満
点

の
出
来
」
と
認
め
る
堂
々
の

発
表
で
、会
場
を
沸
か
せ
た
。

接
戦
の
末
、
大
賞
は
中
京

大
学
総
合
政
策
学
部
に
決

定
。
準
大
賞
に
は
創
価
大
学

経
済
学
部
と
京
都
光
華
女
子

短
大
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
科

が
選
ば
れ
た
。
講
評
で
健
闘

を
た
た
え
ら
れ
た
石
巻
専
大

の
粟
野
さ
ん
は
「
来
年
ま
た

全
国
大
会
で
発
表
で
き
る
よ

う
に
活
動
を
深
め
た
い
」
と

再
挑
戦
を
誓
っ
て
い
た
。

３
期
生
２３
人

Ｋ
Ｓ
修
了
式

大
学
院
経
済
学
研
究
科
の

特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ｋ

Ｓ
（
川
崎
・
専
修
）
ソ
ー
シ

ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
カ
デ

ミ
ー
」
の
修
了
式
が
２
月
２１

日
、
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ

ス
で
行
わ
れ
、
徳
田
賢
二
ア

カ
デ
ミ
ー
長
（
経
済
学
部
教

授
）
か
ら
第
３
期
生
２３
人
に

履
修
証
明
書
が
授
与
さ
れ

た
。同

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
川
崎
市

と
本
学
が
官
学
共
同
で
運

営
。
前
身
の
「
Ｋ
Ｓ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
カ

デ
ミ
ー
」
か
ら
数
え
て
８
期

目
と
な
り
、
修
了
生
は
２
２

５
人
と
な
っ
た
。

徳
田
ア
カ
デ
ミ
ー
長
は

「
今
日
で
終
わ
り
で
は
な

く
、
こ
れ
か
ら
が
始
ま
り
。

こ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
に
関
わ
っ

て
い
る
講
師
、
協
力
団
体
、

修
了
生
な
ど
、
多
く
の
�
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
�
を
利
用

し
、
今
後
の

キ
ャ
リ
ア
に

生
か
し
て
ほ

し
い
。
市
民

の
パ
イ
オ
ニ

ア
と
し
て
活

躍
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し

て
い
ま
す
」

と
式
辞
を
述

べ
た
。

原
田
博
夫

経
済
学
研
究

科
長
は
「
こ

の
５
カ
月
間

は
ビ
ジ
ネ
ス

を
創
業
、
前

進
さ
せ
る
一
つ
の
き
っ
か
け

と
な
る
。
自
信
を
持
っ
て
、

次
の
ス
テ
ー
ジ
に
向
か
っ
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
」

と
修
了
生
を
激
励
し
た
。

最
後
に
、
修
了
生
総
代
の

山
田
和
佳
菜
さ
ん
が
「
同
期

の
皆
さ
ん
に
も
助
け
て
い
た

だ
き
、
修
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
こ
で
学
ん
だ

こ
と
は
仕
事
に
も
還
元
で
き

ま
す
。
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
通
じ
て
、
川
崎
市
と
つ
な

が
り
が
で
き
た
こ
と
も
う
れ

し
い
こ
と
で
す
」
と
感
想
を

話
し
た
。

「
川
崎
国
際
環
境
技
術
展

２
０
１
４
」（
２
月
１４
日
、
川

崎
市
・
と
ど
ろ
き
ア
リ
ー

ナ
）
に
情
報
科
学
研
究
所（
渥

美
幸
雄
所
長
）が
出
展
し
、独

自
の
視
点
で
「
エ
コ
」
に
取

り
組
ん
だ
４
年
次
生
の
卒
業

制
作
２
点
が
披
露
さ
れ
た
。

経
営
学
部
森
本
祥
一
ゼ
ミ

の
細
矢
ひ
か
る
さ
ん
が
制
作

し
た
の
は
、
キ
ー
ボ
ー
ド
を

自
動
演
奏
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
ア

ー
ム
と
、
そ
の
演
奏
音
を
マ

イ
ク
で
拾
い
視
覚
化
し
て
モ

ニ
タ
ー
に
描
画
す
る
シ
ス
テ

ム
。
経
営
学
科
な
が
ら
電
子

工
作
が
好
き
と
い
う
細
矢
さ

ん
が
「
室
内
環
境
を
電
子
ア

ー
ト
に
よ
っ
て
豊
か
に
し
た

い
」
とA

r
d
u
i
n
o

（
ア
ル

デ
ィ
ー
ノ
）
マ
イ
コ
ン
と
サ

ー
ボ
モ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
作

り
上
げ
た
。

ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
が
５
本

の
指
で
５
音
階
の
童
謡
「
ち

ょ
う
ち
ょ
う
」
を
演
奏
す
る

と
、
横
の
モ
ニ
タ
ー
で
は
音

階
と
音
の
強
弱
に
よ
っ
て
大

小
５
色
の
円
が
連
動
し
て
変

化
す
る
。
武
骨
な
「
指
」
が

奏
で
る
ア
ー
ト
が
来
場
者
の

目
と
耳
を
楽
し
ま
せ
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

綿
貫
理
明
研
究
室
の
浅
井
修

さ
ん
と
中
村
龍
二
さ
ん
は
、

同
研
究
室
が
開
発
し
て
き
た

自
転
車
型
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
発

電
機
を
賢
く
進
化
さ
せ
た
。

心
拍
セ
ン
サ
ー
で
運
動
中
の

脈
拍
を
計
測
し
、
無
理
な
く

こ
げ
る
（
発
電
で
き
る
）
よ

う
に
ペ
ダ
ル
の
負
荷
を
自
動

調
整
す
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

機
構
と
、
発
電
量
を
記
録
し

可
視
化
す
る
シ
ス
テ
ム
を
完

成
さ
せ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
とA

n
d

r
o
i
d

（
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
）

ア
プ
リ
の
作
製
を
担
当
し
た

中
村
さ
ん
は
「
発
電
量
を
見

え
る
化
す
れ
ば
意
欲
が
増
し

て
継
続
で
き
る
。
ア
イ
デ
ア

を
生
み
出
す
ま
で
が
大
変
で

し
た
」
。
電
子
工
作
に
よ
る

も
の
づ
く
り
を
担
当
し
た
浅

井
さ
ん
は
筑
波
大
学
大
学
院

に
進
学
す
る
。
「
今
回
の
経

験
を
、
筋
電
位
信
号
を
生
か

し
た
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究

に
役
立
て
た
い
」
と
新
た
な

課
題
に
意
欲
を
み
せ
た
。

ま
た
、
身
の
回
り
の
微
小

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
か
し
て

電
力
を
得
る
環
境
発
電
と
し

て
、
田
中
・
綿
貫
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
指
導
・
田
中
稔
教

授
、
綿
貫
教
授
、
品
本
直
希

代
表
）
が
開
発
し
た
二
の
腕

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
機
器
が
展

示
さ
れ
た
。
振
動
で
電
圧
を

発
生
す
る
圧
電
素
子
を
活
用

し
た
。

優
秀
論
文
発
表
会

大
学
院
経
済
学
研
究
科
修

士
課
程
で
今
年
度
提
出
さ
れ

た
修
士
論
文
、
リ
サ
ー
チ
・

ペ
ー
パ
ー
の
う
ち
、
優
れ
た

論
文
を
発
表
す
る
「
優
秀
論

文
発
表
会
」
が
３
月
１５
日
、

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
た
。

原
田
博
夫
経
済
学
研
究
科

長
を
は
じ
め
教
員
、
学
生
ら

２０
人
が
出
席
し
、
３
人
の
報

告
を
聞
い
た
。

発
表
者
は
次
の
通
り
（
カ

ッ
コ
内
は
専
門
科
目
・
指
導

教
授
）。

▽
河
内
達
哉
さ
ん
（
租
税
政

策
・
原
田
博
夫
）

▽
中
村
央
さ
ん
（
経
済
政
策

・
櫻
井
宏
二
郎
）

▽
武
田
昭
紀
さ
ん
（
財
政
学

・
町
田
俊
彦
）

「
文
字
の
歴
史
展
―
和
（
や

ま
と
し
）
う
る
わ
し
プ
ラ
ス

―
」図

書
館
春
の
企
画
展
「
文

字
の
歴
史
展
―
和
（
や
ま
と

し
）
う
る
わ
し
プ
ラ
ス
―
」

が
開
催
さ
れ
る
。

日
本
の
文
字
文
化
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
て
き
た
書
物

を
通
し
て
、
日
本
語
表
記
の

工
夫
の
変
遷
を
楽
し
ん
で
も

ら
う
。
展
示
は
「
源
平
合
戦

絵
巻
」
や
「
専
修
学
校
創
立

主
旨
」
な
ど
約
３０
点
。

２
０
１
１
年
に
開
催
さ
れ

た
図
書
館
特
別
展
「
和
（
や

ま
と
し
）
う
る
わ
し
」
を
基

に
刊
行
予
定
のS

I
L
i
b
r
e

t
t
o

の
出
版
を
記
念
し
た

展
示
と
な
る
。

ま
た
会
期
中
、
ギ
ャ
ラ
リ

ー
ト
ー
ク
や
専
門
家
を
講
師

に
和
本
づ
く
り
を
体
験
す
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
か
れ

る
（
い
ず
れ
も
２
回
）。

▽
会
期
∥
４
月
１
日
（
火
）

～
２９
日
（
火
）
１２
時
～
１７
時

（
土
・
日
は
休
み
）
▽
会
場

∥
図
書
館
本
館
（
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
９
号
館
３
階
）

※
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
」

◇
４
月
１０
日
（
木
）
・
１７
日

（
木
）
い
ず
れ
も
１３
時
◇
講

師
・
斎
藤
達
哉
文
学
部
教
授

※
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

和

本
を
つ
く
ろ
う
！
」
◇
４
月

１８
日
（
金
）・
２５
日
（
金
）
◇
要

申
し
込
み
◇
参
加
費
無
料


専
修
大
学
図
書
館
☎
０
４

４
・
９
１
１
・
１
２
７
４

日
本
政
治
の
転
換

１
９
９
７
―
２
０
１
３

藤
本
一
美
著

本
書
は
『
戦
後
政
治
の
争

点
１
９
４
５
―
１
９
７
０
』

（
２
０
０
０
年
刊
）
と
『
戦

後
政
治
の
決
算
１
９
７
１
―

１
９
９
６
』
（
０３
年
刊
∥
と

も
に
専
大
出
版
局
）
の
続
編

で
、
著
者
の
日
本
の
戦
後
政

治
に
関
す
る
論
評
の
完
結

編
。
本
書
で
は
、
第
二
次
橋

本
龍
太
郎
改
造
内
閣
か
ら
第

二
次
安
倍
晋
三
内
閣
ま
で
の

１１
代
の
内
閣
の
成
立
と
退
陣

を
中
心
に
、
日
本
の
政
治
が

大
き
な
構
造
的
転
換
を
迎
え

た
１７
年
間
の
政
治
動
向
を
詳

細
に
分
析
し
て
い
る
。

全
１７
章
構
成
で
、
縦
軸
に

政
党
の
再
編
成
過
程
を
、
横

軸
に
政
党
指
導
者
の
動
向
を

設
定
。「
郵
政
解
散
」「
ね
じ

れ
国
会
」
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー

ド
を
挙
げ
な
が
ら
、
当
時
の

経
済
・
政
治
動
向
や
国
際
情

勢
を
解
説
す
る
ほ
か
、
各
章

の
最
後
に
は
「
小
渕
恵
三

論
」
「
小
沢
一
郎
論
」
と
い

っ
た
指
導
者
の
略
歴
や
横
顔

を
紹
介
す
る
コ
ラ
ム
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。（
専
大
出
版
局

・
本
体
２
０
０
０
円
＋
税
）

著
者
（
ふ
じ
も
と
・
か
ず

み
）
∥
法
学
部
教
授
。
主
な

担
当
は
「
政
治
学
の
基
礎
」。

今
村
力
三
郎
訴
訟
記
録

第
四
十
二
巻

神
兵
隊
事
件

別
巻
二

専
修
大
今
村
法
律
研
究
室
編

本
書
は
本
学
第
５
代
総
長

で
、
人
権
派
弁
護
士
と
し
て

活
躍
し
た
今
村
力
三
郎
が
関

与
し
た
「
神
兵
隊
事
件
」
の

資
料
集
で
あ
る
。
昨
年
刊
行

し
た
別
巻
一
の
続
編
で
、「
神

兵
隊
事
件
予
審
決
定
書
」

「
報
告
書

神
兵
隊
の
告
り

直
し
と
其
精
神
」
「
神
兵
隊

決
裂
の
真
相
と
わ
れ
ら
の
態

度
」（
神
兵
隊
有
志
）「
神
兵

隊
事
件
証
人
申
請
理
由
書
」

（
司
法
省
刑
事
局
）
の
資
料

群
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

同
研
究
室
で
は
１
９
７
７

年
の
『
金
剛
事
件
』
（
全
３

巻
）
刊
行
以
来
、
『
五
・
一

五
事
件
』（
全
４
巻
）『
血
盟

団
事
件
』（
全
７
巻
）
な
ど
、

『
今
村
力
三
郎
訴
訟
記
録
』

計
４１
巻
を
出
版
。
資
料
収
集

に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。

「
神
兵
隊
事
件
」
の
訴
訟

記
録
は
第
八
、
九
巻
に
収
録

さ
れ
て
お
り
、
別
巻
で
は
所

蔵
資
料
を
公
開
。
今
巻
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
資
料
は
い
ず

れ
も
貴
重
な
も
の
で
、
歴
史

的
に
も
重
要
な
意
義
を
持

つ
。
各
方
面
に
お
け
る
研
究

の
一
助
と
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。
（
専
大
出
版
局
・

本
体
６
６
０
０
円
＋
税
）

編
集
代
表

今
村
法
律
研

究
室
長
・
松
岡
啓
祐
（
ま
つ

お
か
・
け
い
す
け
）
法
科
大

学
院
教
授
。
主
な
担
当
は「
商

法
演
習
Ⅰ
（
企
業
組
織
）」。

情
報
科
学
研
究
所
が
出
展

▲ 緊張を集中にかえて発表

卒業制作
披 露

前川ゼミ

川崎国際環境技術展２０１４

本学商・

▲ 力作を出展した学生ら

社会人基礎力育成グランプリ２０１４全国大会

図
書
館
企
画
展
４
月
１
日
か
ら

惜しくも入賞のがす

◀

活
動
を
振
り
返
る
山
田
さ
ん

▲ 研究の成果を

発表する武田

さん

▲ 決めポーズも飛び出した

山崎ゼミ石巻専大経営・

第５２２号（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）ニ ュ ー ス 専 修２０１４年（平成２６年）３月１５日（１１）


